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南方熊楠の思想形成における『東洋学芸雑誌』と
『ザ・ポピュラー・サイエンス・マンスリー』
137 
サライ・ベーテノレ
はじめに
「貴下は生きたるインサイコルヘジヤなるべL，何にても御了知のこと多しJl）、
後に真言宗各派連合総裁などを歴任した学僧、士宜法竜 (1855～1923）は南方熊
楠 (1867～1941)に 1893の冬、こう書き送った。南方の没後においても、「日本
における最初で、最後のエンサイクロベディストJ2)であったと評価されるなど、
南方の名前は生前から「博覧強記」と結びついていた。それは、南方が観察と実
験の重要性を訴える一方、それほど深くなくてもできるかぎり広い範囲の知識を
求め、活用したからである。その根底には『和漢三才図会』やEneye/,中日油aBri一
白nnicaなどの百科事典の類があった。
それだけではない。南方は十代からいわゆる総合科学雑誌の類も熱心に読んで
いた。南方は 1889年頃からNature誌を読んでいたことが知られているが、本稿
では彼がそれ以前からこの類の雑誌を好んで読んでいたことに注目する。すなわ
ち、南方が 1884年～ 1887年、東京大学予備門に通っていたころ読んでいた『東
洋学芸雑誌』と 1887年～ 1990年、アメリカ滞在中に読んでいた刀1ePop11/ar 
Science Monthlyの二つを紹介する。南方がこの時期に読んでいた数ある雑誌から
なぜこの二つを取り上げたかというと、それぞれ南方の人生で一つの時代を代表
する情報源と言えるからである。更に、二っとも彼の思想的遍歴において重大な
役割を果たしたからである。
本稿は、現在執筆中の博士論文の主題である南方と英国哲学者H スベンサー
(Herbert Spencer, 1820-1903）ならびに進化思想を扱う過程で極めて重要な前提条
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件を知る企てである。すなわち、若き南方が研f置を開始する東京での予備門時代、
ならびに米国滞在期間の思想形成を知る上で必須の作業である。
ではまず『東洋学術雑誌』から見てみよう。
『東洋学芸雑誌』
南方は幼いころから勉強好きであった。和歌山中学卒業後、当時日本で唯一の
大学であった東京大学を目指して 1883年に上京した。そして 1884年にその予備
機関である東京大学予備門に入学した。ところが、 1886年の初めには予備門の厳
しさに耐えられず中退し、周年末には父親を説得して渡米し、東京大学への進学
の夢は果たせずじまいになった。南方はこの時期について後に次のように語った。
明治十六年に中学を卒業せしが学校卒業の最後にて、それより東京に出で、
明治十七年に大学予備門（第一高中）に入りしも授業などを心にとめず、ひ
たすら上野図書館に通い、思うままに和漢洋の書を読みたれしたがって欠
席多くて学校の成蹟よろしからず3)
ここでは南方が授業に対して示した無関心が強調されている。しかし、南方は
予備門に通っている問、『中央学術雑誌』川、『学芸志林』ペ「東洋学芸雑誌』とい
う、東京大学関連の三誌を欠かさず購入し続けていた。この事実は実際に南方が
どれほど東京大学を意識していたかを物語っている。本稿でとりわけ注目したい
のは『東洋学芸雑誌』である。
まず、南方の日記6）に見られる『東洋学芸雑誌」に関する記述を見てみよう。
1885年．
1月26日 「九銭にて東洋学芸雑誌、二十八銭にてジ・ライフ・オフ・クラ
イプを買ふ。J(9頁）
2月26日 「九銭にて東洋学芸雑誌第四十一号を買ふ。」（13頁）
3月26日 「東洋学芸雑誌第四十二号を買収す。」 (18頁）
3月27日 「午後有地氏を訪ふ。六時帰宅。同氏より東洋学芸雑誌第十六号
もらふ。」（18頁）
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4月 2日 「東洋学芸雑誌第四十二号買ひ国元へおくる。」（19頁）
4月25日 「東洋学芸雑誌第四十三号かふ。」（23頁）
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5月 13日 「東洋学芸雑誌三十ーより四十迄装釘して一冊となす。」（27頁）
5月 15日 「東洋学芸雑誌四十三号をかひ国元へおくる。」（27頁）
5月25日 「中央学術雑誌第六号、東洋学芸雑誌第四十四号を購ひ国へおく
る。」（28頁）
6月27日 「東洋学芸雑誌第四十五号を購品。明日国元へおくる。」（32頁）
7月25日 「夜里見八犬伝巻之九、東洋学芸雑誌第四十六号を購ふ。」（35頁）
7月26日 「中央学術雑誌第十号を購、明朝東洋学芸雑誌と共に国へおくる。」
(35頁）
8月25日 「東洋学芸雑誌第四十七号質。」（38頁）
9月25日 「東洋学芸雑誌第廿五号かい国元へおくる。」（42頁）
10月 17日 「東洋学芸雑誌自第十一至第二十号合本一冊成、今夜受取。」（45頁）
1月25日 「東洋学芸雑誌第五拾号を買ふ。」（49頁）
12月25日 「東洋学芸雑誌五十一号及八犬伝十九冊購。」（52頁）
1886年：
1月25日 「東洋学芸雑誌第五拾弐号を購ふ。J(59頁）
4月 5日 「池田氏に託せる東洋学芸雑誌第五十四号及安政三組盃第十編、
入犬伝二十七、三十二、本日郵着。」（67頁）
5月 9日 「池田元太郎氏より先月十六日贈れる録にて購収せる八犬伝淵三、
Jt四、新磨妹と背鏡三、四、二冊、安政三組盃十ー、東洋学芸雑
誌第五十五号を贈らる。」（72頁）
6月 1日 「池田元太郎氏より東洋学芸雑誌第五十六号到着す。」（75頁）
7月 3日 「池田氏より東洋学芸雑誌着。J(79頁）
7月31日 「東京池田氏より東洋学芸雑誌第五十八号到着す。」（83頁）
9月 17日 「本日常楠より東京学芸雑誌五十九号、未来の夢第八冊を贈らる。」
(89頁）
1887年
3月25日 「常楠より所送写真数枚及東洋学芸雑誌第六十五号を受〈。J(114頁）
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4月 5日 「領事館にて常楠よりの状ー及東洋学芸雑誌一月分及他に状三（羽
山・浅井、野尻、中松の四氏より）を得たり。」（116頁）
4月27日 「PresentedThe Toyo Gaku耳目 Zasshi2 vol to Mr. T. Tamura, Napa 
City.」(117頁）
南方熊楠顕彰館に保管されている『東洋学芸雑誌」は、 1881～ 1886年発行の
ものは第l～40号、第53～60号、第62号しかない。しかし、上記を見ると、
発見されていない41～52号も南方が持っていたことが分かる。南方の日記は
1885年以前のものは非常に乏しいので、彼が何時本誌を読み始めたか判断しに
くし、。しかし、 21号～30号を一冊にまとめた南方の本の中では、“Thisbook 
belongs to K Minakata June 7th, 1884＇’という書き込みが見られる。さらに、それ以
前の I号～20号をまとめたものを彼は 1885年 10月 17日に購入したことは上
で示した。すなわち、 1884年の6月7日に初めて『東洋学芸雑誌』を購入した
可能性が極めて高い。
南方の本誌に対する執着度は、次のいくつかの事実が物語っている。①南方は
毎月 25日の出版日の後間もなく本誌を購入していた。②パックナンバーを揃え
た。しかもそれに丁寧に目次と見出しを付け、文書中の誤字を訂正した。すなわ
ちほとんどの記事を精読したと恩われる。③予備門を中退し、里帰りした後は、
わざわざ東京の友人と弟に頼み、渡米直前の 1886年 I月の分まで送ってもらっ
ていた。④1887年には南方の弟がアメリカまで最新号の二冊を送った。
南方は本誌を熱心に読んでいたことは以上で明らかになったが、そこから彼は
何を学んだかを考えたい。では、次に『東洋学芸雑誌』はどのような雑誌であっ
たかを見てみよう。
『東洋学芸雑誌」は後の予備門の校長、杉浦重刷 (1855～ 1924）が発刊した。
杉浦は後に、本誌の第487号では次のように回想している。
顕れば今より四十余年前、明治十三年の夏、私が英国留学から帰って来て、
病を箱根に養ふて居た折にも、予て英国に於て愛読措かなかった通俗科学雑
誌『ネチユール』のことは忘れられず、此種の雑誌の、未だ日本に一つも無い
のを甚だ遺憾とし、寧ろ白から之が発刊を試みようとさへ思った位であった。
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偶々私の友人で、文親戚にも当る千頭清芭君が東京大学文学部を卒業した
といふので、手紙を寄越し、此度同人と計って雑誌を創刊したいから是非賛
同してくれとのことであった。
差し当時我大学には米国のモールス氏が在って盛んに進化論を流行らせて
居た為め、ーは其感化を受けて、此計画もなされたのであらう。私は無論之
に賛成し、箱程より帰るや否や、早速其話を進めて、実行に取り掛った。同
人は主に文科出の人達で、千頭清臣、福富孝季、井上哲次郎、磯野徳三郎の
諸君であった。
今日雑誌を起すことは左程困難でもないが、当時はそれが容易の業ではな
かった。幸、其時分の大学教授井上良一君の弟に井上蘇ーといふ人があり、
本屋を営んで居たので、それに販売其他の世話をして貰ひ、又同じく本屋の
石塚徳次郎君とも相談して、愈々明治十四年十月、東洋学芸雑誌の名に於て
其初号を発行する運びになった。
内容は科学に関するものを主に蒐め、たずそれだけでは無味乾燥する虞れ
ありとし、文芸其他の記事をも加ふる事にした。（中略）
其後、大学教授の人々も同人として大に声援してくれるやうになり、外山
正一、菊池大麓、矢田部良吉の諸君は其主なるもので、外山君が例の新体詩
を作って載せたのも此雑誌であった。？｝
つまり、杉浦はイギリスに留学した時に愛読した科学雑誌Nalur.のような雑
誌を、日本でも発刊したいと願ったのである。そしてそれから生まれた『東洋学
芸雑誌』はモースの進化論の講義に衝撃を受けた東京大学の教授と卒業生を中心
に創刊されたと述べられている。ここで杉浦はNatz四の名前しか取り上げてい
ないが、同誌の第4号で掲載された上田秀成の記事からはContemporaryReview 
とTheP.中u/arScience Monthlyも意識されたと窺える。
「コ、ヲ以テ本誌第四号即チ本月本日ノ発行ヨリ紙数ヲ増シ論説ヲ精査シ且
周ク内外ノ学士ニ玉章ヲ寄セラソ寸ヲ乞ヒ其許諾ヲ得タレパ益々本誌ノ光栄
ヲ加へ弥々読者ノ望ニ添ユノレヲ得ン然リ卜錐モ吾輩ハ敢テ之ヲ以、足リトス
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ノレモノニ非ス今日以還勉メテ止マス遂ニハ英ノコンテンポラリー・レピュー
或ハ米ノポヒュラル・サイヤス・モンスリーノ如キ一大雑誌タラシメン寸ヲ
期旦」 8)
南方が読んでいた三つの総合科学雑誌、イギリスのNature、米の ThePopulor 
Science Mon的かと日本の『東洋学芸雑誌』がここで繋がっている点は非常に興味
深い。
『東洋学芸雑誌』は啓蒙主義、進化主義と西洋崇拝の面が強かった。西洋での
最新の科学の発展と応用を紹介した者もいたが、漢字を廃してローマ字を用いる
べきであると論じた者もいた。ここで一例として最も影響力があった投稿者の一
人、東京大学の総長であった加藤弘之 (1836～1916）の論説を取り上げる。
上記の回想で杉浦は、日本で初めて進化論を紹介したそース（EdwardSylv田町
Mo四e,1838～1925）とその影響について触れている。しかし、近代生物学はまだ
成立していなかった日本ではそースの説明は理解しにくく、一般の人にそれほど
影響を及ぼさなかったと思われる。日本で進化論、とりわけ社会進化論を流行らせ
たのは加藤であった。彼は長年、すべての人聞は生まれながら平等かつ自由である
と主張してきた。自由民権論者のよき味方であったoしかし、 1882年に『人権新説』
を表し、それまでの主張は誤りであったとした。すなわち、天賦人権論は「妄想主
義」にすぎないと述べたのである。なぜなら、実際に権利を持つのは優れた才能と
財産を持つ人達であるからである。そして、自分がこれまで間違っていたことは
ダーヴィン、スベンサーなどの進化論者の論を読んだ時に気がついたと述べたヘ
加藤の軌道修Eは激しい非難を浴びる一方で、彼が進化論から導いた「優勝劣敗」
の論は瞬く聞に日本に広まった。これ以降、加藤の名は進化論と結びついた。
加藤は『東洋学芸雑誌』においても、同様の傾向を見せている。本誌の創刊号
は彼の「人為淘汰ニヨリテ人才ヲ得ノレノ術ヲ論ス」 lO）から始まっている。そこで
加藤は自然淘汰と人為淘汰の違いを説明した後、日本人の人為淘汰は行われるべ
きかどうかを読渚に問いかけた。すなわち、強い小児だけが育つべきどうか、と
医学をもって病気の人を治すべきかどうかの二つの問であった。これに対する
様々の回答が来て何年間もこの議論が続いていた。この論争の最後の記事は丁度
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南方が 1886の1月に購入した第40号に掲載された。
これが終わると、加藤は次に「人種改良ノ弁」 l）を発表した。これは高橋義雄
が『日本人種改良論』で提案したことにつして検討Lたものである。すなわち、
日本人は欧米人と結婚して新しい日本人種を作るべきかどうかという問題を扱っ
ていた。
教育者の加藤にとって人為淘汰は大きな問題であったことは当然である。『人
権新説』で「優勝劣敗Jの法則を認めた以上、今度はどうやって西洋人に対抗で
きる優秀な日本人を育てるのかという問題が出てきたからである。この議論の根
底には明らかに進化論と西洋人に対するコンプレックスが潜んでいた。
東京大学の総長であった加藤の論説はこの雑誌の売りのーつであったと恩われ
る。東京大学を目指していた南方はそースの『動物進化論』と加藤の『人権新説』
を購入し 12）、『東洋学芸雑誌』での加
藤の論説と雑誌の雰囲気に少なからず
影響されたと思われる。
ここでもう一つ東京大学と関連して
いた雑誌に少しばかり触れたい。実は、
南方は『東洋学芸雑誌』と深い関係を
持ったRom司iKaiにも入会したので
ある。この会はその名の通り、漢字の
完全な廃棄を求めていた。その会誌、
RomザiZasshiの何冊かを南方は持って
いたことはその日記から分かる。更に、
南方熊楠記念館で保管されている南方
の手書きノートである『課余随筆』に
は創刊号から写した次の興味深い抜書
が見られる。
「七人の教育家イギリス固にて当時
教育家の七傑ともいうべきものは、次
のごとくなるよし、 ISpencer, 2 H回 ley,
， 
図1『課余随筆』に見えるR6m叩Zasshi
からの抜粋
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3 Wilson, 4 Thnng, 5 Miss Buss, 6 L叩 rie,7 Quick」
これは南方の自筆資料の中で、スベンサーの名前が出て来る最も古いものであ
る。南方はこれをRom叩 Zasshiから写したと明記している。
実は、このリストはRon岬iZasshiの意見を反映したものではなく、 ThePapu-
far Science M叩thlyのdTest of Philosophy＂＇という記事に基づいているものである。
これも、上述したように、東京大学関連の諸雑誌にとってはThePopular Science 
Monthlyはどれほど重要な情報源であったのか、一つの良い例である。さらに、
当時の日本とアメリカではスベンサーはどれほどもてはやされたかを物語ってい
る。なぜなら、 ATest of Philosophyは、「世界ーの哲学者」であるスベンサーは近
頃イギリスで「世界一教育者」としても選ばれたということを述べているAベン
サー崇拝の記事であるからである。
では、もう少し詳しく RomajiZasshiの創刊号の内容を見てみよう。
“Shogen”の後では“Ronsetsu”のコー ナー で、 Namwo ka Gakumon to iu? Kata 
Hiroyuki, RomaJi no Benn-Shimada Sarni』ro,Taiyoreki no Benri Terao Hisashi, 
Nippon Kaika no Seishitm Taguchi Ukichiの四つの記事が載せられている。それ
に“Zappo”、“Kodomono Tame”、“Romajikai kiji＇’のコー ナー が続いている。
興味深いことに、吃appo”では初めてNatureに発表することができた日本人の
紹介やスベンサーの宗教進化論をまとめた本の出版情報などが載せられている。
南方の後年の思想活動と結びっくものばかりである。
いずれにせよ、南方は東京大学をとりあえず目指していたのであるから当然で
はあるが、予備門時代はまるで加藤と東京大学の魔法にかけられたと思われるほ
ど東京大学関連の事物に関心を示しているように見える。特に西洋の文明に関連
する情報についてこのことが言える。すなわち、南方は『東洋学芸雑誌』その他の
東京大学関連雑誌から啓蒙主義、進化論主義と西洋崇拝の洗礼を受けたのである。
TheP，叩1/arScience Monthly"' 
南方はアメリカへ渡ると、今度『東洋学芸雑誌』に代わり、 ThePopular Sci-
ence Monthかを購入し始めた。
現存している南方の雑誌のコレクνョンの中で、南方熊楠顕彰館ではその第
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31巻 1号と 3号 (1887年5月と 7月の分）、第33巻6号 (1888年 IO月の分）、
第 34巻3号 (1889年1月の分）、第36巻3号と 5号（1990年1月と 4月の分）
の六冊しか保管されていない。これだけを見ると、南方はそれほど本誌に興味を
示さなかったと思われるかもしれないが、実は、南方が本誌をよく購入したこと
は彼の日記で確認できる。
以下で日記に見える ThePopular Science Monthかに関する記述を抜粋する。
1887年
l月22日 ロピンソンクルーソー七十五銭、ポピュラル・サイエンス・モン
スリー五十銭、ノウトブック十銭、レッターベイパ一五十銭。
(107頁）
l月初日 ポピュラル・サイエンス・モンスリー第三十巻二号をかふ。（108頁）
2月 5日 夜ポピュラル・サイエンス・そンスリー当月分一冊買、又ハーパー
ス・ライプラリー・シリーズの内、罪の歴史、ガリパルヂ伝、笠
頓自伝、 Cleveden各一冊買ふ。（109頁）
3月 3日 ポピュラル・サイエンλ・モンスリー二月分常楠へ送る。 (112頁）
3月 4日 The Popular Science Monthly of inst.を購ふ。 (112頁）
3月 15日 常楠へPopularScience Monthly of instant Edithionをおくる。 (113頁）
3月30日 ポピュラル・サイエンス・モンスリー四月分一冊購収。（ll5頁）
3月31日 弟へ又ハガキ一つ、ポピュラル・サイエンス・モンスリー四月分
一冊を贈り、竹川寅次郎氏ヘハガキ一つ、津田安麿氏ヘハガキ一
つ出す。（ll5頁）
5月 1日 兄ヘハ一、吉田氷次郎へ状一、志村ヘハガキ一、弟ヘハー、野尻
へ状一、弟ヘポピュラノレ・サイエンス・モンスり一一、差出す。
(119頁）
6月14日 Sentthe Popular Science Monthly, newest edition, to the Brother in 
Tokio. (122頁）
12月14日 BoughtPopuler Science Monthly XXXII for 50戸（137頁）
1888年
1月 5日 ポピュラル・サイエンス・モンスリー当月分を購ふ。 (143頁）
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l月24日 Popular Science Monthly昨年分三冊、 Humboldt’sLib悶 ry四冊、ハー
パース地理書一冊、ジョンストン米国史一冊を購ふ。 (145頁）
4月28日 ポピュラル・サイエンス・モンスリー三月の分をかふ。 (154頁）
5月 1日 発信弟ポピュラル・サイエンス・モンスリ一昨年九、十、二ヶ
月分合二冊（156頁）
5月 16日 発信南方常楠ポピュラル・サイエンス・モン旦リー四冊昨年
十一、十二、二ヶ月分、今年一、二、二月分（156頁）
6月 7日 ポピュラル・サイエンス・モンλ リ一四月分頁ふ。 (159頁）
8月 4日 発信 く木月六日出す〉南方常楠（ハムボルドライブラリー五冊、
ポピュラル・サイエンス・モンスリー当三、四二ヶ月分） (165頁）
8月I日 SentPopular Science Monthly 2 toTsunegusu. (166頁）
12月17日 ForwardedOct & Dec. numbers of the Popular Science Monthly to 
Tsunegusu. (178頁）
1889年．
2月 6日 マクミヲン会社より所購プレイク著アストロノミカノレ・ミッス及
アレン著花色論、アップルトン会社よりポピュラル・サイエンス・
モンスリー正月分着す。（192頁）
2月22日 今日ポピュラル・サイエンス・モンスリー昨十一月分と今正月分
を常楠へおくる。（194頁）
2月27日 ポピュラル・サイエンス・モンスリー三月の分を購ふ。 (195頁）
3月 2日 午後図書館へ行き、ポピュラル・サイエンス・モンスリーを読む。
来信 アップルトン会社ポピュラル・サイエンス・モンスリー当
二月分 (195頁）
3月 4日 弟ヘポピュラノレ・サイエンス・モンスリー当二月三月の分二冊送
る。 (195頁）
4月 8日 ポピュラル・サイエンス・モンスリー今月分着。（200頁）
4月 12日 発信常楠ポピュラル・サイエンス・モンスリー当月分一冊
(201頁）
12月 10日 朝六時起。朝郵便局に赴く。本日及明日二便を以て、上貼布せる
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目録通りの書物を求ん為それぞれ送金す。（中略）
Appleton & Co.-Popular Science Monthly I yr.-5 00 (231～232頁）
以上の記述を表でまとめて見ると、以下のようになる。
巻数号数 何年何月の分 購入日 常楠へ送った日
第30巻1号 1886年1月
30巻2号 1886年12月 1887年1月29日
30巻3号 1887年1月
30巻4号 1887年2月 1887年2月5日 1887年3月3日
30巻5号 1887年3月
30i巻6号 1887年4月 1887年3月30日 1887年3月31日
第31巻1号 1887年5月
軍31巻2号 1887年6月 1887年6月14日
第31巻3号 1887年7月
軍31巻4号 1887年8月
第31事5号 1887年9月 1888年5月11日
第31事6号 1887年10月 1888年5月11日
32 1号 1887年1月 1888年5月16日
32 2号 1887年12月 1888年5月16日
32. 3号 1888年1月 1888年1月5日 1888年5月16日
32 聖4号 1888年2月 1888年5月16日
32. 
5ー号
1888年3月 1888年4月28日 1888年B月4日
第32巻6号 1888年4月 1888年6月7日 1888年8月4日
軍33巻1号 1888年5月
第33巻2号 1888年6月
第33巻3号 1888年7月
第33巻4号 1888年8月
第33巻5号 1888年9月
33 6号 1888年10月 1888年12月17日
34. 1号 1888年1月 1889年2月22日
34. 2号 1888年12月 1888年12月17日
34 3号 1889年1月 1889年2月6日 1889年2月22日
34 4号 1889年2月 1889年3月2日 1889年3月4日
第34巻5号 1889年3月 1889年2月27日 1889年3月4日
軍34巷6号 1889年4月 1889年4月8日 1889年4月12日
南方が確実に所有していたものを灰色で塗りつぶした。
何号か明記されていないものもある。それを含めると、 1887年に 1か月分、
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1888年は8か月分、 1889年は4か月分と 1990年の 12か月分について日記に言
及されている。つまり、南方は第35巻はともかく、第30巻から第37巻までは
ほとんど全部購入し、目を通したと思われる。すなわち、南方は本誌に対して並
みならぬ関心を示していたのである。
では、 ThePopular Science Monthlyはどのような雑誌であったかを見てみよう。
1916年で、本誌の第88巻の冒頭で創刊者のヨーマンズと雑誌の歴史を紹介し
た記事が載っている。
アイデア自体はヨーマンズのものではあったが、『ザ・ポピュラー・サイエ
ンス・マンスリー』を事実上に生み出した功績はハーパート・スベンサーの
ものである。英人（訳者：スペンサー）の著作に対する米人（訳者：ヨーマ
ンズ）が感じた感嘆から、二人の間に深い友情が芽生えた。
ヨーマンズは一旦本誌の企画を中止したことをスベンサーに書き送ったとこ
ろ、スベンサーが新発行物のために書くことを約束した一連の記事の最初を、
ヨーマンズは受け取った。 1872年の4月に記事がヨーマンズのところへ届
くと、新雑誌の創刊号は翌月に出版された。（中略）
ハーパート・スベンサーの記事は話題となり、雑誌は最初から大成功であった。
ヨーマンズは彼の雑誌へ寄稿してくれる卓越した人々を集めることに成功し
た。九ベンサーの記事のほかには、ジョン・ティンダル、トマス・ハクスリー、
R.A.プロクター教授、ヘンリー・モーズリ一博士、ヘンリー・ウォード・ピー
チャーその他、深慮しながらも明瞭に記述する人達の記事があった。
一年半がたつと、発行部数はI万2千部を突破した。これは一部は50セント、
一年分購読料が5ドんした雑誌としてはー当時は一冊はかなり厚かったとは
いえー非常に高い発行部数であった。
「ザ・ポピュラー・サイエンλ ・マンスリー』はアメりカでは最も知られた
発行物であった。なぜなら、我が国はもとより、ヨーロッパでも同じくらい
広く知られたからである。（筆者訳） 15) 
つまり、 ThePopula1 Science Monthlyはスベンサーのおかげで、と同時にスベ
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ンサーのために創刊された雑誌であった。そして他の投稿者のほとんどもやはり
旦ベンサーの意見に近い見解を示していた。
しかし、南方が本誌を購入した時期、スベンサ一本人は体調不良でほとんど投
稿しなかったのである。とはいえ、彼の影響が薄くなったわけではない。ほとん
どの論説は彼を基にしていた。スベンサーの影響についてフィスタ (JohnFis！四，
1842～1901）は 1890年に次のように述べている。
現代物理学の歴史を顧みると、力の相互関係説や光の波動説などの場合も
そうであったように、根づく瞬間がやってくるまでは、賢明なアイデアは
ふわふわとした種のように大空中に浮かんでいた事例は多くある。現代思
想の最も雄大な業績、すなわち進化説も例外ではなかった。あらゆる分野
の学生と研究者、物理学も歴史学も同様、自の前の現象を観察すると、何
か漸進するかっ整然とした変化や発展のぼゃんとした仮説を立てる傾向が
見られた。すなわち、世界はまさにスベンサーの偉大な著作を待っていた。
だからこそこれほど早く古い考え方に勝利したのである。そしてその勝利
はあまりにも完全で迅速であり、かつ決定的であったため、その全貌を正
確に語るまでは後一世代は必要であろう。一方人々の心はその大模範かっ
固まぐるしい変化にやや呆然とする傾向にある。そして、人々がスベンサ一
氏の考えを、それが氏の考えて’あることを認めることも、あるいは、どこ
からそれを入手したのかをも知ることもなく、採り入れるのを余りにもよ
く目にするのである。スベンサー氏がその見解を発表するや否や、それは
あっちこっちの専門家によって採用され、それぞれの専門領域で用いられ
た。スベンサーのシステムは、すぐに理解され、同化された。それに、す
でにスベンサーの見通しが明瞭に貫徹した難解な思考の領域で手探りする
まじめな思想家たちによって、新しい解説がなされていたのである。した
がって、進化の教説は、今日、この世代のあらゆる思想と不可分に混入す
ることになったのである。私は何も人々は通常進化説について明瞭な考え
を持っていると言っているのではない。というのは、明瞭な考えというの
はそれほどありきたりことではないからである。ほとんどの人がニュート
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ンの万有引力の法則が何であるか尋ねられても、明瞭な説明はできないで
あろう。（筆者訳）。 16)
フィスクはスベンサーの友人で、応援者であったため、上記の記事では多少事
実が誇張されている。しかし、スペンサーは少なくとも本誌の投稿者たちの論説
の基盤となっていたことは間違いない。
また、本誌の広告欄を見ると、スベンサーの本の紹介が目立つ。それもそのは
ずである。なぜなら、雑誌の創刊者・編集者はλベンサーのアメリカでの編集者
であるヨーマンズであったからである。更に、雑誌を出版したAppletonand 
Co.社はスベンサーのアメリカでの
唯一の正式な出版社であった。
南方はこの雑誌と TheHumboldt 
Librmy of Popula1 Science Lllei叫 Z仰
に掲載された数多くのスベンサーの
著作を通じてますますスベンサーの
世界に入り込んだのである。本誌を
購入し始めた翌年に、南方はスベン
サーのほぼ全著作を揃えていた。
どれほど南方が ThePopular Sci-
ence Monthlyに本気に取り組んだか
を彼の手書きノートが物語ってい
る。すなわち、南方は図書館へ通い
ながら、パックナンバーの第28巻
と第29巻から彼の注目を引いた記
事を自筆ノートである TheScientific 
Memoirs、『南方熊楠叢説第一』な
どへ写した。内容は様々であるが、
南方はー予備門時代でもそうで
あったようにー特に進化論・科学
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図2 南方が所有していた ThePopu佃rSci-
ence Monthlyに見える数あるスベンサーの
広告の一つ
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と宗教の対立の問題に強い関心を示していた。
ここで一つだけ興味深い記事を例として取り上げたい。
Thomas Henry Huxley. The Inte中retersof Genesis and the Interpreters of Nature. In 
The Popular Science Monthly vol. 28, February, 1886 
この記事でハクスリは以前 TheCenturyで掲載されたグラドストーン（William
Ewart Gladstone, 1809～1898）の記事に反論した。グラドストーンは現今の科学
者の見解はまさに『聖書』の「創世記」に書かれた順番と同じ順番での進化を主
張していると論じた。つまり科学は『聖書』を裏付けたと言った。これに対して
ハタスリは最新の科学的見解はグラドストーンの解釈と全く違っていると説明し
た。更に、キリスト教の科学的な解釈は無意味であると論じた。すなわち、その
二つの調和を計ることを試みる人達は既に「創世期」での「一日」の意味を文字
通りの24時間の意味でとっていない、「創造」も実は「進化Jの意味で理解して
いる。ハグスリによると、「創世期Jのテキストをそこまで自由に解釈してしま
うと、順番などの文字通りの解釈だけにこだわる必要はもはやない、と鋭く批判
した。
ハクスりによると、そもそもこのような議論は科学と宗教の対立ではなく、科
学と神学の対立の問題を扱っていると述べた。なぜなら、科学はそもそも人間の
知識外のものを一切取り扱っていないからである。しかし、やはりエッセーの最
後にハクスリは宗教と科学の対立に関しては次のような見解を述べた。
科学が対立しているのは宗教ではなし宗教自体をほとんど踏み潰した異教
の名残と誤った哲学である。私は、二つの対立は永久になくならないと思っ
ている。しかし、真の科学は永久にその最も有益な機能を果たし続けるであ
ろう。すなわち、宗教の名のもとで人聞に偽りの科学がかける負担から解放
することである。（筆者訳）, 
上記のハグスリの見解と南方が後に土宜法竜との書簡で述べた見解を比較して
みよ。
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「理窟に合わぬ（科学に合わぬ）ことをむりに頭に押しこむが仏教ならんに
は、小生はいかにも尽力してその仏教を絶滅せしめんことを欲す。何となれ
ば、理窟と併行せぬ教理の一世界一社会に大害あるは、カソリック教の過去
現在のことをみても証し得ベLJ"' 
両者はかなり似ている点は非常に興味深い。これは、南方はこのような科学観
と世界観を本誌から学んだ可能性を物語っている。
終わりに
以上、南方は東京とアメリカで読み続けた二つの雑誌、『東洋学芸雑誌』と
The Popular Science Monthlyを紹介した。この二つは非常に似ている。つまり二
っともその成立過程では進化論が大きく関わったことである。それもそのはずで
ある。なぜなら刀iePopular Science Monthlyは進化論者の代表者であったスベン
サーのために創られた雑誌であったからである。他方、『東洋学芸雑誌」はその
刀iePopular Science MonthlyやNati問を模範とした雑誌であった。しかも、その
最も有力な投稿者は日本で社会進化論に火をつけた加藤弘之であった。
南方は『東洋学芸雑誌」で科学と思想の最新の話題を学び、アメリカへ渡り、
本場の総合科学雑誌を読むようになった。南方がアメリカで数ある雑誌の中から
The Popular Science Monthlyを選んだのは偶然ではなかった。南方は予備門で進
化論の洗礼を受け、それに基づいた世界観を身につけたのである。
筆者は現在、スベンサーが南方の世界観に及ぼした影響について研究を行って
いる。ここで紹介したこつの雑誌がその調査の過程において中重要な手掛かりな
ることは確実である。
註
I) 飯倉照平・長谷川輿蔵編『南方熊楠土宜法竜往復書簡』八坂書房、 19明年、
34頁。
2) 岩村忍・入矢義高・岡本清造監修、飯倉照平校訂『南方熊楠全集』第l巻、平凡社、
1971年、平凡社、 1頁。
日本語・日本文化第42号（2015) 153 
3) 前掲書、『南方熊楠全集』第7巻、 B頁。
4) 『中央学術雑誌』は 1885年の3月に発刊された予備門の機関誌である。同月の『東
洋学芸雑誌」に載せられた報告によると、次のような目的で発刊されたようである。
「本誌は東京専門学校講師学生及び校外諸名家を以て組織せる同攻会に於て会員諸
氏の講究せる法理文三学に係はる論説翻訳記事雑録を掲載する者にして議論。高
尚なるを引証の的切なるとは世上多く其比を見ざる所なり今般第一号より統々発
免せんとす」（『東洋学芸雑誌』第42号、広告側）
南方熊楠顕彰館で本人が購入したと思われる 1-28号 (I885-1886）が保管されて
いる。これのほとんどに関しては南方の日記には明記されている。本誌は経済学
から宗教まで様々なテーマを取り上げた。特筆すべき方向性はなかったようであ
る。本誌は基本的に予備門の生徒を対象としたものであったと思われる。『中央学
術雑誌』は予備門の校長が創刊した『東洋学芸雑誌』と密着な関係をもちながらも、
それに対し、加藤弘之などのような著名な論者は掲載されなかった。現存する南
方が所有していた『中央学術雑誌』では、宗教に関するこつの記事、高田早苗著「耶
蘇教東漸ノ利益ヲ説テ仏徒に望ム所アリ」（第 15号）と西洋天狗著「宗教諭」（第
I号）に書き込みが見られる。これは彼自関心を窺える高位な資料ではあるが、
その詳細な分析に関しては別の機会で論じる。
5) 1877年～ 1885年の聞に発行された東京大学の総合機関誌であった。南方は最後
。l年分しか読まなかったと思われる。本誌に関しては、後年はともかく、初期
はThePop11/or Science Monthly II)翻訳は非常に多かったことは注目に値する。
6) 長谷川興蔵『南方熊楠日記』第 l巻、八坂書房、 1987年。
7) 杉浦重岡l「東洋学芸雑誌の改題に際Lて」『学芸』（東洋学芸雑誌）第487号、 23 
頁。杉浦重剛については、 NicholasCasson『杉浦重剛り留学体験とその後の思想
展開』大阪外国語大学、日本語日本文化特別コース、博士論文、 2005年を参照。
8) 上田秀成「本誌改良ノ因由ヲ述ベテ皇帝陛下ノ万歳ヲ祝γ奉ル」『東洋学芸雑誌』
第4号、 47頁。
9) 加藤弘之『人権新説』丸屋善七、 1882年。
IO) 『東洋学芸雑誌』 l号（1881年 IO月）、 2号（1881年 I月）。
I) 『東洋学芸雑誌』 53号（1886年2月）、 54号（1886年3月）、 55号（1886年4月）。
12) 原田健一「明治十九年東京南方熊楠蔵書目録」『熊楠研究』第3号、南方熊楠資料
研究会、 2001年。
13) A Test of Philosophy. In The Popular Science Monthly, June, 1885, p. 121. 
14) 執筆者は南方熊楠と ThePopular Science Monthかの関係については3年前から独自
に研究をすすめてきたが、昨年は同じテーマに触れた武上真理子の『科学の人・
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孫文・思想史的考察』到J草書房、 2014年が出版された。さらに、 2014年B月7日
に行われたシンポジウム、「南方熊楠と真言密教」に橋爪博幸は『南方熊楠と《ポ
ピュラー・サイエンス・マγスリー》』というタイトルで口頭発表を行った。その
ため、両者が中心に扱っていた南方の自筆ノートの解説はここで省略する。
15）“While the idea was】'Oumans', Herbert争ence1deserves the credit far bringing The Popu 
far Science M<加thlyinto actual be mg. A warm j》・iendshiphad spnmg叩 benv目nthe h叩，
based upon the加 eric問主admiration for the Englishmans work. 
Youmans had written to司"pencerthat he had temporanかabandonedthe pf，耐 ofs仰向ng
the magazine when he received the first of a series of articles uhich Spencer had promised 
to wlitefor the new publication. The a/lid田 reachedあ問問問問必＇pri/,1872, and thefirst 
issue of the new magazine appea問・dthefollo川，1g1101/h. 
The Herbert Spencer artic/,田 madea 四nsationand the magazine was a success fivm the 
start. 
Yaumans 附 sable to get E日atmen to write f01・ !us magaw旭 Inaddition to Spencer s 
there ＞開店articlesby』0/11秒'ldal.Thomas HuxleJ内Professo1R. A. Proct01, Dr. Henry 
M開市fey.Henry Word Beecher and others who tl四倍htprofoundly and were able to W川＇le
simply. 
附'th加ayear ond a half the cim1latio11 was 12,000 and that' 011/d be a big cil~ulationfor 
a monthly that sold fm fifty cents a c叩•yand $5 a year, even in th田edays of large vohmほ
The Popular Science Mo111hly became the mast famous publication in America because i 
was as附 ＇delyknown in Ewvpe as i was m山scounlly.”(Vision of a Blind Man Jn The 
Popula1 Science地 n帥，vol.88 p vii) 
16) ‘＇The histo’アofmodem physics-as in the case of the correlationザ：舟町esand the und11/a-
tmy theo1y of lightイiirmsh田山山thmany instanc四 ofwise thoughts floating like downy 
seeds in the atmosphere u/1/il the moment has come for them to take root. And so i has 
been with the great.白川chieve. nent of modern thinking-the doctrine of evolution. S111dents 
and m同・stigato四mal departments，。likein the physical and in the historical sciences, 
M 問 fairlydriven by the問自問ofthe phenomena bφ問 theminto some hypath叩 s,more 
or less vague, of gradual and order，か ch，即•ge or development. The world u畑町•adyand 
附 ilingforHerbert Spencer s mighty叩 rkwhen i came, and iwas for that阿国onthat i 
was so quickly triumphant oνer the old order of thoz官・ht.The v印刷yhas been so thorough, 
swift, and decisive thot i will臼信仰othe1general/on印，1a，叩tethe sto甲ofilso as to出
iルfjustice. M四 mvhi/e,peoples mmds a陪 aptto be somewhat dほ edwith the rapidity 
and wholesale character of the change; and nothing is more common than to see them 
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adopting Mr. Spencei s ideos川fthontrecognizing them as his or knowing whence th申 got
them. As fast as Mr.争encercould set forth his generalizations 品質Y附 retaken hold of 
he1~ and the町 byspecial附 rkers,each in his own d句partment,and ntilized therein. His 
general system was at once seized, assimilated, and set forth with new illustrations by sen-
ous thinkers who were olrea砂gropi噌 inthe F甲 onsof abstnise thought which the mas-
加公visionpiei<ed so cleatかAndthus the doctrine of evolntion has come to be insepara-
bly inteヴi1sedwith the whole m田softhinkmg in 011・d申 andgeneration. I do not mean to 
imply that people commonly en加畑inveiy clear ideas about it, /01 clear ideas a阿 notal-
together common. I s11spect that a good mat!)' people would hesitate if asked to state exact 
ly what Newton量lawof gravitation is.”。ohnFiske Edward Livingston Youmans The 
Man and His Work In The Popular Science Monthly, M叩 1890,pp 1-2.) 
17）“The antagonism of science is not to religion』but臼 theheathen s11rvivals and the bad phi・
losophy under which religion herself is often well-n担hcrushed. And. for岬 part,I t1wt 
that this antagon四1will即 vercease; but that, to the end of time, tme Science w山田ntin-
ue to fulfil one of her most beneficent fimctions, that of relieving men Ji制 2the b11rden of 
false science which is imp町e叩onthem in the name of religion.”（百omasHenry Huxley. 
The lnle'Preters of Genesis and Nature. Jn The Popular Sc附iceMonth仇vol27, Febru-
a可， 1886,p 460) 
18) 前掲書、『南方熊楠土宜法竜往復書簡』 131頁。
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About the Effects of ToyδGakugei Zasshi 
and The Popular Science Monthly on the Views 
of Kumagusu Minakata 
Peter SZALAY 
In this research note I discuss two scienlific magazines, which Kumagusu 
Minakata (1867 1941) has been avidly reading between 1884 and 1890. One is 
刀1ePopular Science Monthly, which is famed as the magazine that brought the 
Americans a壮entionto Herbert Spencer (1820ー1903),the other is Tayo Gakugei 
Zasshi, which was mostly wri仕enby the teachers and alumni of To匂oUniversity 
and which itself have been greatly influenced by The Popular Science Monthly. 
Minakata as a student originally aiming for To勾oUniversity, started reading 
Tayo Gakugei Zasshi in 1884 and then in 1887 switched to The Popular Science 
Monthly. These magazines shared very similar ideals as both had high estimates 
of the works of Herbert Spencer and the theory of evolution in general, while at 
the same time both heavily criticized‘outdated’religious sentiments This is 
something that can also be seen in Minakata’s writings oflater years and which he 
undoubtedly五rstpicked-up世omthese magazines. 
